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 栄小学校は、学校生活の中で、子供た
ちが助け合って働く姿がよく見られま
す。 
みんなと助け合い、思いやり、共に成

長を続けている栄小の子供たちの姿を
紹介します。 
 
６月３日に、創立５２周年開校記念集

会を行いました。（開校記念日は、６月
10 日）スライドで栄小の歴史を振り返
りながら、母校への思いを考える時間と
なりました。 
集会後は、伝統として行ってきた校舎

清掃をクラスの皆で行いました。自分た
ちの学校に
感謝の気持
ちを込めな

がら、一生
懸命に清掃
に取り組ん

でいました。 
 
 
６月７日は、なかよし班花植えを行い

ました。全校児童が異学年グループで、
学校近隣の街路ますに花を植えるとい
う地域に貢献する取組です。 
子供たちが植物を大切にする心、上級 

生から下級生

への思いやり
の心、そして、
地域の一員と
しての自覚を
もつ機会とな
りました。また、
PTA ボランテ
ィアの方々に
も共にご協力
いただき、 

 
コミュニティ・スクールとしての取組も
進んでいます。 
 
 
６月９日（土）は、５年生が稲作体験

（田植え）を行いました。市教育委員会、
水田管理者、青少年対策栄小地区委員会、
保護者ボランティアの皆さんに、たくさ
んご協力いただきました。子供たちは、

地域の資源を生かした体験学習を通し
て、日本のお米づくりの文化について学
びました。初めての体験にワクワクとド
キドキが混
ざっていた
ようですが、
よく話を聞
いて作業を
進め、スムー
ズに行うこ
とができました。農家の方々の仕事や食
について、改めて考えることにもつなが
ったのではないかと思います。 

 
 
この他にも、６月２５～２７日の３日

間は、あいさつ運動を行いました。栄小
の代表委員会、３年生以上のあいさつの

達人たち
が、朝、
校門に立
って、登
校する友
達や先生
などにあ
いさつし

ます。 
その内の２日間は、小中一貫教育の取

組として、羽村二中の生徒と共に行いま
した。 

 
栄小学校の子供たちは、多くの保護者

や地域の方々に支えていただいている
おかげで、友達と協力し思いやりながら
充実した教育活動に取り組むことがで
きています。感謝申し上げます。 
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